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歯科衛生士一同

　当院の外来診療では、 全身麻酔下歯科治療やインプラント埋入手術での介助のほか、周術期口腔健康管理部では、入院・
手術前後の患者、 放射線療法・化学療法中の患者、臓器移植患者等の専門的口腔衛生処置や口腔機能管理に携わっていま
す。QOLを保った生活や療養ができるよう心理面にも考慮しながら、治療に伴って発生する口腔粘膜疾患の管理や、  術
後肺炎の予防、合併症の軽減などに関わり、早期に経口栄養摂取ができるように歯科衛生の観点からの患者支援に努めて
います。他にも医療連携として歯科医師と共に院内病棟への往診や、摂食嚥下センター・歯科では摂食嚥下機能評価や口
腔衛生管理に関わり、地域連携として歯科訪問診療などを通じて、専門性を有した歯科衛生士として業務を担っております。
東北大学病院の理念である「患者さんに優しい医療と先進医療との調和を目指した病院」の考えに則り、歯科医師と共にチー
ム医療の一員として携わることで、安全な医療と患者さんの安心のために貢献していきたいと望んでおります。

連絡先　022-717-8414（歯科衛生士長室）

室長
江草 宏

歯科衛生室

3Dスキャニングし耳介エピテーゼを製作CT画像から下顎骨モデルを製作

　技工室は、従来型の歯科技工に加え、CAD/CAM システムを導入し、歯科インプラント埋入後の上部構造体やカスタ
ムアバットメント、CAD/CAM冠等の製作をしています。また、専門技術を活かしたオールセラミッククラウンや顎骨欠損
に対する顎義歯（広範囲顎骨支持型補綴）及び顔面部分欠損の補綴（エピテーゼ）など、患者さんのQOL向上に直結した大
学病院ならではの臨床にも貢献しており、2020年度の院内歯科技工物製作件数は4,109個に及んでおります。
　2015年度からは、周術期口腔支援センターの開設に伴い、気管挿管に使用する歯の保護装置、顎間固定用スプリント
や止血床などの歯科技工物を迅速に製作しています。また、3Dスキャナーや3Dプリンターのデジタル技術を導入し、術
前顎骨モデルやガイドの製作ができる環境を整えております。私たち歯科技工士は、専門技術を活かし医科歯科連携に役
立つ技工物の提供に取り組み、病院診療に幅広く貢献したいと考えております。

連絡先　022-717-8421（中央技工室）

室長
江草 宏

技工室

特色

重症心不全患者

　当院集中治療部は国公立大学では日本で初めて創設された ICU（Intensive care unit）です。2018年5月に先進医療棟
4階に移転し、ICU18床、HCU（High care unit）12床で運用しています。呼吸・循環・代謝などの、生体に欠かせない
機能が強く損なわれた患者さんに対して、強力かつ集中的に専門的な治療を行う中央部門です。
　全身管理に習熟した集中治療専門医を含めた ICU担当医が24時間体制で勤務しており、主治医とICU担当医がそれぞ
れの専門知識や意見を交換しながら診療を行うsemi-closed方式と呼ばれる体制をとっています。看護師も、集中ケア認
定看護師を中心として、昼は1対1、夜は2対1の配置で専門性を活かした手厚い看護を提供しています。
　入室する症例は全ての診療科が対象となり、年齢層は生後数日の新生児から90歳代の高齢者までと幅広く対応しており、
最新の知識や技術を取り入れてチームで協力し、より良い医療を目指しています。

連絡先　022-717-7690（集中治療部受付）

部長
齋藤 浩二 

集中治療部
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